
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度 27年度 28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

4,173,000 2,798,000 19,100,000 16,560,000 42,631,000

交付金額 4,173,000 2,798,000 19,100,000 16,560,000 42,631,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：キド・田渕線）整備事業

行橋市長

福岡県行橋市大字稲童

　本路線は地域住民の重要な生活道路であるが平均幅員がW=2.0mと狭く
車両の通行に支障を来している状況にある。
　このため道路幅員を拡幅することで車両の通行を容易にし、地域住民の安
全性を確保する。

改良工事　延長L=183.0m

平成26年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　道路改良工事を行い、道路幅員が拡幅されたことにより、地域住民から「車
両の通行が容易になり、安全性が確保された」とのヒアリング結果が寄せられ
ており、地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。
　また、工事着手前の回覧板及び工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業」と明記し、地域住民及び付近の道路を走行する車両に周知し
た。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度 28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

4,886,000 0 27,819,000 32,705,000

交付金額 4,886,000 0 27,819,000 32,705,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無し

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：石堂・弥五郎線外２）整備事
業

行橋市長

福岡県行橋市大字稲童

　当該路線は地元住民の重要な生活道路であるが平均幅員が狭く
（W=2.5m）、車両の離合や緊急車両の通行に支障を来している状況にある。
そこで、道路幅員をW=4.0mに拡幅することで、離合困難の解消及び車両通
行の安全性を確保する。

改良工事　延長L=228.3m

平成27年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　道路改良工事を行い、道路幅員が拡幅されたことにより、地域住民から「車
両の通行が容易になり、安全性が確保された」とのヒアリング結果が寄せられ
た。従って交通施設が改善された事で、地域住民の生活環境の改善に寄与
することができた。また、工事着手前の回覧板及び工事看板に「特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業」と明記し、地域住民及び付近の道路を通行す
る車両に周知した。

無し



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円 円 円 円 円

40,030,200 40,030,200

交付金額 38,293,000 38,293,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　改修後、管理者へヒアリングを実施した結果、「本改修工事の実施により、
屋根については「雨漏り」及び「湿度の上昇」の防止、外壁については「タイ
ルの剥離の危険性」が除去できた。」との意見が得られた。
　その結果、「利用者が安全、安心して利用出来る環境の整備」、「施設の耐
久性の向上」及び「美観の確保」にもつながった。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨を施設出
入り口2箇所に掲示し、利用者への周知を行った。

　無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター）整備
事業

　行橋市長

　福岡県行橋市大字中津熊５０１番地

　総合福祉センターは建設後22年が経過し、屋根及び外壁に浮きや腐食等
が生じている。
　経年劣化による老朽化部分の改修を行うことにより、施設利用者が安全、
安心して利用出来る環境を確保する。

　外壁及び屋根部分改修工事

　平成29年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円 円 円 円 円

5,454,000 5,454,000

交付金額 5,454,000 5,454,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：バスケットゴール）整備事業

行橋市長

福岡県行橋市大字今井

　行橋市民体育館の移動式バスケットゴールは現在一対（2台)しかなく、さら
に経年劣化により頻繁に故障し、利用に影響が出ている状況である。
　本事業で一対(2台)の設置を行い、二対体制となることで施設の設備及び
利用環境の向上を図る。

物件購入（一対：2台）

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　本事業により、移動式バスケットゴールを購入後、管理者及び利用者へヒ
アリングを実施した結果、「新品なので、以前の古い型のものより安心して使
える」、「利用環境的にも良くなったので、大会を開きたい」等の意見が寄せら
れており、利用者の安心安全を確保でき、利用環境の向上に寄与することが
できた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨を本市及
び指定管理者のホームページならびに、行橋市民体育館掲示板に掲示し利
用者への周知を行った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円 円 円 円 円

4,384,800 4,384,800

交付金額 4,384,000 4,384,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：行橋市民体育館）整備事業

　行橋市長

　福岡県行橋市大字今井

　行橋市民体育館のトイレは洋式便器の数が少なく、近年の高齢化社会及
び生活様式の変化に伴い、高齢者や児童に負担がかかっている状況であ
る。
　本事業でトイレの改修を行う事で施設の機能及び利用環境の向上を図る。

　トイレ改修一式

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　改修後、管理者及び利用者へヒアリングを実施した結果、「洋式が増え、
ウォシュレットも追加されたことにより以前より安心して使える」、「利用環境的
にも、衛生的にも良くなった。」等の意見が寄せられており、利用者の安心安
全を確保でき、利用環境の向上に寄与することができた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨を本市及
び指定管理者のホームページならびに、行橋市民体育館掲示板に掲示し
利用者への周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円 円 円 円 円

9,720,000 9,720,000

交付金額 9,000,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　平成３０年１２月時点で、作業日誌等により稼働日数等を確認したところ、
従前より稼働率が向上しており、安全性と作業能率の向上が図られ、周辺地
域の衛生的な生活環境の保持に寄与している。

　また、車体に「特定防衛施設周辺整備調整交付金」の文言を記載し、ごみ
の収集を行っていることより、市民への周知を行っている。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：塵芥車）整備事業

行橋市長

行橋市東大橋五丁目２６番１号

　現状の車輌は購入後１２年が経過し、経年的損傷により作業効率が著しく
低下しており、予備車として非常時のみ運用している状況である。
　
　車輌を更新することで、稼働率の向上を図り、市民の衛生的な生活環境を
保持する。

塵芥車　3.0ｔ車（荷箱容積5.8㎡　最大積載量2,800kg）購入　１台

平成29年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円 円 円

3,574,200 6,589,800 6,607,650 6,698,160 6,650,640 6,511,320 6,529,680 43,161,450

交付金額 3,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 42,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：防犯灯）整備事業

行橋市長

行橋市　仲津校区ほか

　経年による劣化・腐食等により機能に支障を来している防犯灯の取替え及び未整備
箇所への新設を行い、生活道路や通学路の夜間における犯罪や事故を抑制し、住民
の安心安全を確保する。

参考指標
防犯灯の設置数及び事業進捗率
平成29年4月1日現在　1066灯　56.25%

防犯灯新設・取替工事（新設40灯、取替170灯）

平成23年度から平成33年度まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　地域住民より「設置により、防犯及び交通等が安全になった」との意見が寄せられ、地
域住民の生活環境の改善に寄与することができた。また市ホームページに「特定防衛
施設周辺整備調整交付金事業」により防犯灯を新設、取替えした旨を掲載し、市民に
周知している。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円 円 円 円 円

12,220,000 12,220,000

交付金額 12,220,000 12,220,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：新地地区農
道）整備事業

　行橋市長

　福岡県行橋市東大橋五丁目、三丁目

　本地区は耕作地へ連絡する農道が整備されておらず、耕作地への移動・
農機の搬入、用水においても他の耕作地を通行しなければならないことか
ら、作業効率が悪く、耕作者同士の作業工程の管理に大変苦慮している。
　調整交付金事業で農道を整備することにより、機械の搬入を容易にし、農
作業の効率の向上と農業経営の安定を図る。

　改良工事　延長L=241.5m

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　農道が整備されたことで、地域住民から「耕作地への進入が容易になった」
との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が図れた。
　また、工事着手前の地元説明会において、特定防衛施設周辺整備調整交
付金を用いての事業であることを説明し、工事看板についても、特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業であることを明記した。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

3,710,000 3,722,000 7,432,000

交付金額 3,710,000 3,722,000 7,432,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：稲童上地区
水路）整備事業

行橋市長

福岡県行橋市大字稲童

　本地区の水路は、昔ながらの土水路であり、降雨時に水路法面が崩壊した
り、水路内に土砂が堆積するなど、用排水のための水路の管理に苦慮して
おり、水路管理者である水利組合及び区長から、当該事業を近年中に計画
してほしいとの要望（平成24年4月11日受付）があった。
　当市において工事時期を検討したところ、早急に水路整備を実施する必要
があると判断し、事業を実施するものである。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で水路を整備することにより、利
用者の利便性の向上を図る。

実施設計　一式　（平成28年度）
改良工事　延長L=241.5m（平成29年度）

平成28年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　用排水路が整備されたことで、地域住民から「水路からの取排水及び管理
が容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が図れ
た。また、地元説明会及び工事看板において、特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業である旨を周知した。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度 29年度 計

円 円 円 円 円 円

2,959,000 7,074,000 10,033,000

交付金額 2,959,000 7,074,000 10,033,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：稲童中地区
水路）整備事業

行橋市長

福岡県行橋市大字稲童

　本地区の水路は、昔ながらの土水路であり、降雨時に水路法面が崩壊した
り、水路内に土砂が堆積するなど、用排水のための水路の管理に苦慮して
おり、水路管理者である水利組合及び区長から、当該事業を近年中に計画
してほしいとの要望（平成26年4月9日受付）があった。
　当市において工事時期を検討したところ、早急に水路整備を実施する必要
があると判断し、事業を実施するものである。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で水路を整備することにより、利
用者の利便性の向上を図る。

実施設計　一式　（平成28年度）
用地測量　一式、　改良工事　延長L=228.2m（平成29年度）

平成28年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　用排水路が整備されたことで、地域住民から「水路からの取排水及び管理
が容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が図れ
た。また、地元説明会及び工事看板において、特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業である旨を周知した。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円 円 円 円 円

7,223,000 7,223,000

交付金額 7,223,000 7,223,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：東徳永二地
区水路）整備事業

行橋市長

福岡県行橋市大字稲童

　本地区の水路は、昔ながらの土水路であり、降雨時に水路法面が崩壊した
り、水路内に土砂が堆積するなど、用排水のための水路の管理に苦慮して
おり、水路管理者である水利組合及び区長から、当該事業を近年中に計画
してほしいとの要望（平成25年2月18日受付）があった。
　当市において工事時期を検討したところ、早急に水路整備を実施する必要
があると判断し、事業を実施するものである。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で水路を整備することにより、利
用者の利便性の向上を図る。

実施設計　一式
改良工事　延長L=205.6m

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　用排水路が整備されたことで、地域住民から「水路からの取排水及び管理
が容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が図れ
た。
　また、工事着手前の地元説明会において、特定防衛施設周辺整備調整交
付金を用いての事業であることを説明し、工事看板についても、特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業であることを明記した。

無


